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3月定例会 

　３月定例会は３月４日に招集され、28日ま
での25日間の会期で開きました。今定例会で、
町長から提案された令和４年度福崎町一般会計
予算などの議案22件及び議会運営委員会から
提案された議案２件について慎重に審議を行い
ました。

　審議の結果、いずれの議案も原案のとおり同
意・可決しました。
　一般質問は３月24日、25日に行われ、９人
の議員が町政全般にわたり質問しました。

第502回定例会 

令和4年度 福崎浄化センター公園施設整備事業 
 JR福崎駅バリアフリー化事業 など 

令和4年度 福崎浄化センター公園施設整備事業 
 JR福崎駅バリアフリー化事業 など 
令和4年度 福崎浄化センター公園施設整備事業 
 JR福崎駅バリアフリー化事業 など 
令和4年度 福崎浄化センター公園施設整備事業 
 JR福崎駅バリアフリー化事業 など 

令和4年度 各会計予算総括表 

議会費 1.4%

総務費
11.6%

民生費
32.3%

衛生費
9.3%

農林水産業費 4.8%

商工費 2.5%

土木費
8.6%

消防費 3.9%

教育費
12.0%

公債費
13.6%

繰入金
繰越金
6.8%

総　額

82億1600万円

歳　入 歳　出 

自主財源
54.5％

依存財源
45.5%

総　額

82億1600万円

町税
40.3%

諸収入
3.3%その他

4.2%

地方交付税
16.3%

譲与税・交付金
9.1%

町債
4.5%

国・県支出金
15.5%

令和4年度 一般会計 予算 

会 計 区 分 　  

一 　 般 　 会 　 計 

国民健康保険事業 

後期高齢者医療事業 

介 護 保 険 事 業  

水 　 道 　 事 　 業  

工 業 用 水 道 事 業  

下　水　道　事　業 

工業団地造成事業  

合　　　計　　　 

予　　算　　額　　  

82億1600万円 

19億7670万円 

2億9330万円 

17億7400万円 

5億7960万円 

7800万円 

20億4730万円 

―　   

149億6490万円 

増　減　額　 　率（%）  

△4700万円 

△ 900万円 

300万円 

4080万円 

2750万円 

2410万円 

△ 3億8160万円 

△ 18億2290万円  

△ 21億6510万円 

 

△0.6  

△ 0.5  

1 .0  

2 .4  

5 .0  

44 .7  

△ 15.7  

皆 減  

△ 12.6

前年度当初との比較 

特
別
会
計
 

企
業
会
計
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JR福崎駅バリアフリー化事業 
4000万円 

福崎浄化センター公園施設整備事業 
3000万円 

中島地区雨水幹線整備事業 
3億2800万円 

注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 
令和4年度 

　複合遊具や健康遊具等の設置を予定しています。
事業の実施にあたっては，公募型プロポーザル方
式により豊富な経験と専門知識を有する事業者か
ら企画の提案を求め、その中から優れた提案者を
選定して実施します。

令和4年度の事業内容 

工 事 内 容  

土木工事 
（フェンス設置工、アスファルト舗装撤去工、止水擁壁工等） 

遊具設置工事 
（ふわふわドーム） 

遊具設置工事 
（複合遊具、健康遊具、休憩施設等） 

年　度 

令和2年度 

令和3年度 

令和4年度 

全体の事業計画 

ふわふわドーム 

浄化センター 

芝生広場 

複合遊具等の 
設置想定箇所 

健康遊具の 
設置想定箇所 

公募型プロポーザル方式 とは 
　地方公共団体が事業者を選定する入札方式のひとつです。
事業者は定められた要件に対して、締切日までに提案書
を提出、地方公共団体がその提案書を審査し、内容及び
価格の総合評価により受託者を決定する方式です。

豆 知 識 

イメージ図 
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
３
月
１０
日
・
１１
日
・
１４
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
付

託
さ
れ
た
各
会
計
の
令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
も
含
め
て
慎
重
に

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
審
査
の
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

　
令
和
４
年
度
の
町
税
は
７.８
％
の
増
収

と
見
込
ん
で
い
る
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
貿
易
の
影
響
は
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

　
税
収
は
総
務
省
が
示
す
地
方
財
政
対

策
の
数
値
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
て
い

ま
す
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
影
響
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
年
度
末
の
状
況
に
応
じ
、
予
算
を
割

り
込
む
場
合
は
減
収
補
填
債
と
い
う
制

度
も
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
が
、
財
政

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
 

  　
令
和
３
年
度
の
予
算
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
大
き
く
出
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
質
は
そ
れ
ほ
ど

下
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
４
年
度

に
お
い
て
は
、
景
気
の
持
ち
直
し
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
町
内
企
業
の

聞
き
取
り
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

る
業
種
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
西
部
工
業
団
地
の
拡
張
構
想
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
を
も
っ
て
い

る
の
か
。

　
周
辺
市
町
と
同
等
の
分
譲
単
価
で
ど

れ
く
ら
い
の
分
譲
面
積
が
と
れ
る
の
か
、

幅
広
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。
調
査
検

討
の
結
果
、
う
ま
く
収
ま
ら
な
け
れ
ば
、

こ
の
エ
リ
ア
で
の
工
業
団
地
造
成
は
難

し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

の
全
体
計
画
、
時
期
は
。
 

　
町
は
事
業
費
の
６
分
の
１
を
負
担
し

ま
す
。
令
和
３
年
度
当
初
予
算
３
８
９

０
万
円
の
う
ち
、
実
績
見
込
み
の
５
０

０
万
円
を
残
し
、
新
た
に
令
和
４
年
度

予
算
で
４
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お

り
、
合
計
４
５
０
０
万
円
で
す
。

　
現
在
、
土
木
工
事
の
前
処
理
を
行
っ

て
お
り
、
本
体
工
事
は
令
和
４
年
６
月

に
着
工
し
、
令
和
４
年
度
内
に
完
成
予

定
と
Ｊ
Ｒ
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　
成
人
年
齢
が
２０
歳
か
ら
１８
歳
に
引
下

げ
ら
れ
る
が
、
１８
歳
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
等
を
勝
手
に
作
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
に
対
す
る
啓
発
は
し
て
い
る
か
。
 

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
人
年
齢

が
引
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
親
の

同
意
が
な
く
と
も
自
分
名
義
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
が
作
れ
た
り
ロ
ー
ン
が
組

め
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
ま
だ
消
費
者
と
し
て
の
知
識
や

経
験
が
浅
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
２
月

に
町
内
の
高
校
生
や
大
学
生
を
対
象
に

成
人
年
齢
引
下
げ
の
事
前
周
知
や
消
費

者
庁
が
作
成
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
被

害
防
止
の
チ
ラ
シ
を
活
用
し
て
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
以
降
も
、
若
者

も
含
め
て
悪
質
な
契
約
の
勧
誘
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
さ
ら
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

税
務
課
長 

町
税
収
入
 

工
業
団
地
拡
張
構
想
 

Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
 

成
人
年
齢
引
下
げ
に
伴
う
 

　
　
　
　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
 

副
町
長 

町
長 

町
長 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐 

消費者庁の啓発チラシ 

減収補填債 とは 
　地方税の収入額が標準税
収入額を下回る場合、その
減収をまかなうために発行
する特別の地方債です。

豆 知 識 

ほ
　
て
ん
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未
就
学
児
に
係
る
保
険
税
均
等
割
額

の
２
分
の
１
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
一
歩
前
進
だ
と
思
う
が
、
将
来

的
な
考
え
方
は
。

　
こ
の
た
び
、
市
町
村
か
ら
国
へ
の
要

望
の
一
部
が
実
現
し
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
件
に
つ
い
て
は
拡
大
し
て
も
ら
え

る
よ
う
し
っ
か
り
と
要
望
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
井
ノ
口
水
源
地
濁
度
計
の
更
新
工
事

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
井
ノ
口
水

源
地
の
現
状
は
。
 

  　
井
ノ
口
水
源
地
は
町
全
体
の
２
割
程

度
の
配
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

維
持
管
理
費
用
を
か
け
て
い
く
の
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
、
県
営
水
道
へ
の

移
行
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
令
和
５
年
度

ま
で
は
検
討
期
間
と
さ
れ
て
い
る
業
務

継
続
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関

係
も
あ
り
、
水
道
事
業
の
業
務
継
続
計

画
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
施

設
管
理
を
民
間
に
管
理
委
託
し
て
お
り
、

役
場
内
に
罹
患
者
が
出
た
と
き
で
も
安

定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
の
構
築
、
ま

た
、
罹
患
し
た
職
員
の
割
合
に
応
じ
て

業
務
の
優
先
順
位
を
決
め
、
業
務
が
停

滞
し
な
い
よ
う
な
体
制
の
構
築
の
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
七
種
川
水
管
橋
の
耐
震
診
断
が
予
算

化
さ
れ
て
い
る
が
、
耐
用
年
数
と
現
状

は
。
 

　
昭
和
54
年
の
設
置
か
ら
40
年
経
過
し

て
お
り
、
耐
用
年
数
は
過
ぎ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に
簡
易

診
断
を
行
っ
た
結
果
、
非
常
に
腐
食
箇

所
が
多
く
、
水
道
管
自
体
の
減
肉
も
進

ん
で
い
た
た
め
、
耐
震
詳
細
診
断
の
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
他
市
町
で
水
管
橋
が
破
裂
し
送
水
で

き
な
く
な
り
、
市
民
生
活
に
影
響
が
で

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
の

水
管
橋
に
何
か
あ
っ
た
場
合
、
ど
う
い

っ
た
被
害
が
起
き
る
の
か
。
 

  　
工
業
用
水
道
の
送
水
管
は
こ
の
１
本

の
み
で
す
の
で
、
こ
の
水
管
橋
に
事
故

が
起
き
る
と
工
業
用
水
道
が
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
平
成
２９
年
度
の
経
営
戦
略
で
１０
年
間

の
投
資
財
政
計
画
を
定
め
て
い
る
が
、

計
画
と
現
状
の
差
異
は
。
 

  　
繰
入
金
が
計
画
と
比
べ
１
億
円
以
上

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

８
０
０
０
万
円
余
り
減
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
と
思
う
が
、
一
方
で
令
和
５
年
度

に
は
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
検
討
す

る
審
議
会
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
と

関
係
は
な
い
の
か
。
 

  　
内
部
留
保
が
積
み
上
が
ら
な
い
よ
う

な
繰
入
れ
、
繰
出
し
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
も
の
を
精
査
し
た
も
の
で
あ
り
、

料
金
の
値
上
げ
に
結
び
つ
く
よ
う
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
就
学
児
の
 

　
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
 

水
道
事
業
 

工
業
用
水
道
事
業
 

下
水
道
事
業
 

町
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

公
営
企
業
管
理
者 

町
長 

七種川水管橋（中播消防署付近） 

水道管の腐蝕状況 
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こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

が
、
「
15
歳
到
達
の
年
度
末
ま

で
」
か
ら
「
18
歳
到
達
の
年
度

末
ま
で
」
に
な
り
ま
す
。

　
　
県
外
の
高
校
等
町
外
に
出

ら
れ
て
い
る
場
合
の
解
釈
は
。

　
住
民
票
に
よ
り
福
崎
町
の
住

民
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で

判
断
し
ま
す
。
住
所
が
福
崎
町

で
あ
れ
ば
対
象
と
し
ま
す
。

　
　
施
行
期
日
を
７
月
１
日
に

し
た
理
由
は
。

　
福
祉
医
療
費
等
の
受
給
者
証

の
更
新
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
課
の
業
務
が
多
岐

に
渡
る
た
め
福
祉
・
介
護
業
務

を
行
う
「
福
祉
課
」
と
保
健
・

医
療
業
務
を
行
う
「
ほ
け
ん
年

金
課
」
に
分
割
し
、
よ
り
細
や

か
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
総
合
窓
口
と
い
う
形
は
今

も
変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

　
そ
れ
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
窓
口
の
一
本
化

と
い
う
形
で
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　
ど
こ
の

課
に
ど
ん

な
係
が
あ

る
か
と
い

う
看
板
を

設
置
す
る

等
の
工
夫

が
で
き
る

の
で
あ
れ

ば
や
っ
て

い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
条
例
の
改
正
で
、
期
末
手

当
を
0.15
月
分
引
き
下
げ
る
と
と

も
に
、
６
月
に
支
給
す
る
期
末

手
当
の
額
か
ら
昨
年
12
月
に
支

給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
0.15
月
分

を
減
額
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
等
の
緊
急
時
に

出
勤
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

　
　
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

の
算
出
根
拠
は
。

　
県
下
の
町
で
一
番
例
の
多
い

６
千
円
に
設
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
平
均
値
ぐ
ら
い
に
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
。

　
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
中

央
値
に
す
る
と
私
が
判
断
し
ま

し
た
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
 

問
 

問
 

副
町
長 

町
長 

問
 

問
 

総
務
課
長 

町
長 

健
康
福
祉
課
長 

健
康
福
祉
課
長 

福
祉
医
療
費
 

　
助
成
条
例
を
改
正
 

課
設
置
条
例
を
改
正
 

一
般
職
、
特
別
職
、
 

議
会
議
員
の
給
与
・
 

　
　
　
報
酬
を
改
正
 

条
例
改
正
 

平均値 と 中央値 
平均値　データの合計をデータの個数で割って得ら
　　　　れる値
中央値　データを大きさの順に並べたときちょうど
　　　　順番が真ん中になる値

豆 知 識 

人
権
擁
護
委
員
の
 

 
 
 
 
推
薦
に
同
意
 

住 

所
 
福
崎
町
高
岡
 

任 

期
 
令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら
 

３
年
間
 

人権擁護委員 とは 
　首長が議会の同意を得て法務省へ推薦します。
人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受けたり
人権の考えを広める活動をするボランティアで、
法務大臣が委嘱する特別職の国家公務員です。

川端久美子氏
ばたかわ く み こ

豆 知 識 

７
月
１
日
か
ら
施
行
 

４
月
１
日
か
ら
施
行
 

管理職員特別勤務手当 
勤 務 時 間 等  

１時間を超え３時間以下 

３時間を超え６時間以下 

午前０時から午前５時までの間に勤務した場合 

金額/１回 

3,000円 

6,000円 

６時間を超える場合 9,000円 

6,000円 

週
休
日
ま
た
は
休
日
 
勤
務
日
 

設置された案内看板



3月定例会 
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　一般会計補正予算（第８号）は歳入歳出それぞれ５億1200万円を増額し、補正後の予算総額を
97億2190万円としました。主な補正内容は次のとおりです。

　ロシアは、去る２月24日にウクライナへの
軍事侵攻を開始し、一般市民を含め多数の死傷
者が出ている。
　武力によるロシアの攻撃はウクライナへの重
大な主権侵害であり、国際社会ひいては我が国
の平和と秩序、安全を脅かし、かつ明らかに国
連憲章に違反する行為であり、断じて容認でき
ない。

　よって、福崎町議会は、ロシアによるウクラ
イナへの攻撃や主権侵害に対し厳重に抗議の意
を表するとともに、ロシア軍を完全かつ無条件
で即時に撤退させるよう、国際法に基づく誠意
をもった対応を強く求める。また、政府におい
ては、関係各国及び国際社会との緊密な連携の
もと厳格かつ適切な対応を講じられるよう、強
く要請する。

〈提案者〉議会運営委員会 

一般会計補正予算 

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議 委員会 
提案 

個人番号カード関連事務委託交付金 300万円 

△885万4000円 

資源向上支払（施設の長寿命化）交付金 △500万8000円 

老人ホーム措置費負担金 △135万4000円 

ふるさと応援寄附金 △3100万円 

財政調整基金・減債基金積立金 4億4723万4000円 

金　　額 

議会議員費用弁償、区長研修委託料、自治会単位学習会補助金等新型 
コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった事業合計 

事　業　名　等 

　
　
老
人
ホ
ー
ム
措
置
費
負
担
金
は
、
定
員
５０
名

で
入
所
が
少
な
か
っ
た
か
ら
減
額
に
な
っ
た
の
か
。

　
平
均
延
べ
人
数
を
計
算
し
、
減
額
を
し
て
お
り

ま
す
。
48
名
で
歳
入
を
見
て
歳
出
で
必
要
な
物
を

調
整
し
、
減
額
補
正
し
て
い
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
減
額
補
正
の
原
因
は
。
 

　
１
億
円
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
が

前
年
並
み
の
水
準
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
返

礼
品
を
増
や
し
て
い
く
努
力
は
今
後
も
続
け
て
い

き
ま
す
。

　
　
施
設
の
長
寿
命
化
交
付
金
減
額
の
要
因
は
。

　
国
か
ら
の
配
分
が
75
％
に
な
っ
た
た
め
減
額
補

正
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
広
域
化
を
図
れ
ば
配

分
率
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
集
落

に
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
財
政
調
整
基
金
の
預
入
先
は
。

　
利
率
が
い
い
と
こ
ろ
に
預
け
入
れ
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
１
０
０
０
万
円
以
上
の
定
期
預
金

に
つ
き
ま
し
て
は
指
定
金
融
機
関
で
金
利
の
上
乗

せ
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

企
画
財
政
課
長 

農
林
振
興
課
長 

会
計
管
理
者 

町
長 

問
 

問
 

問
 

問
 

〈提出先〉在日ロシア連邦特命全権大使・在大阪ロシア連邦総領事 
　　　　　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・内閣官房長官 
　　　　　総務大臣・外務大臣・ロシア経済分野協力担当大臣 
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3月定例会 

全員賛成で同意・承認・可決した議案等 
概　要 議　案　名 

一般会計予算 総額82億1600万円

国民健康保険事業特別会計予算 総額19億7670万円

令和4年度 
予　算 

人権擁護委員の推薦 川端久美子氏を推薦

後期高齢者医療事業特別会計予算 総額２億9330万円

介護保険事業特別会計予算 総額17億7400万円

水道事業会計予算 総額５億7960万円

工業用水道事業会計予算 総額7800万円

下水道事業会計予算 総額20億4730万円

福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

関係法令の改正に伴い、国民健康保険
税の課税限度額の引き上げと、未就学
児に係る均等割額を２分の１減額する
改正

福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
人事院の報告に基づき、育児休業を取
得しやすい勤務環境の整備に関する措
置を任命権者に義務付ける等の改正

条　例 福崎町課設置条例の一部を改正する条例
健康福祉課の業務が多岐にわたるため、
同課を「福祉課」と「ほけん年金課」
とに分割する改正

福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

人事院勧告に基づき、期末手当を0.15
月分引き下げるとともに、本年６月に
支給する期末手当の額から昨年12月に
支給された期末手当の0.15月分相当額
を減額する等の改正

福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び
福崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す
る条例の一部を改正する条例

人事院勧告に基づき、期末手当を0.15
月分引き下げるとともに、本年６月に
支給する期末手当の額から昨年12月に
支給された期末手当の0.15月分相当額
を減額する改正

人　事 

一般会計補正予算（第８号） ５億1200万円増額（総額97億2190万円）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 3489万3000円増額（総額20億3220万円）

令和3年度 
補正予算 

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 390万円増額（総額３億120万円）

介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 1700万円増額（総額17億6890万円）

福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
関係法令の改正に伴い、損害補償を受
ける権利を担保に供する特例を解除す
る改正

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例
子ども医療費助成の対象を18歳到達の
年度末までとする改正

福崎町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
東部工業団地造成（拡張）事業の終了
に伴い、工業団地造成事業及び工業団
地整備室に係る規定を削る等の改正

福崎町道路線の廃止 ４級850号線を廃止その他 

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議決議案 

福崎町議会委員会条例の一部を改正する条例発　議 

下水道事業会計補正予算（第２号）
収益的収入及び支出、資本的収入及び
支出等を補正



総務文教常任委員会 
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委 員 長　河 嶋 重一郎 
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  

総務文教常任委員会 

学童保育園の受入時間の変更 

ふくさきっこ子育てガイド

ふくさきっこ子育てガイドを配付 ふくさきっこ子育てガイドを配付 ふくさきっこ子育てガイドを配付 

　令和４年度は２・３年生と４・５年生の２つの複式学級に
なる見込みと報告がありました。国語、社会、算数、理科な
どの教科は、学年毎に授業を行うとのことです。

高岡小学校複式学級について 

　４月１日から西部及び東部学童保育園におけ
る学童保育園の受入時間の変更について報告が
ありました。

　授業のない日（夏休み・冬休み・春休み等の
長期休業期間中と、土曜日）の受入時間が変更
になります。

　住民目線で制度や施策の内容、手続きの流れと手続きに必要なものなどをわかりやすく説明し
てあります。
　４月１日から母子健康手帳を受け取
りにこられた保護者に１冊ずつお渡し
しています。また、ホームページにも
掲載されており、誰でも活用すること
ができます。

授業のある日 

授業のない日 

変更前 

授業終了後から午後７時まで 

午前８時から午後７時まで 

変更後 

変更なし 

午前７時３０分から午後７時まで 

学 年  2年生 3年生 4年生 5年生 

人 数  3

1年生 

9 7 7

合 計  10 13

6

6年生 

11

9 11

令和4年度高岡小学校児童数 

複式学級になる 
要　件 

●連続するふたつの学年で児童生徒が14人以下 
●小学校1年生を含む場合は1・2年生で8人以下 



民生まちづくり常任委員会 

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　前 川 裕 量  
委　　員　三 輪 一 朝  
委　　員　　 高 平 記  

民生まちづくり常任委員会 

●開発地区　大貫地区（東部工業団地の隣接地） 

●開発面積　4.5ha（うち農用地区域内農地面積は3.1ha） 
　　　　　　分譲地は2区画（約1.2haと約2.0ha) 

●事業主体　福崎町 

事業概要 
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東部工業団地造成（拡張）事業 完成 東部工業団地造成（拡張）事業 完成 東部工業団地造成（拡張）事業 完成 

平成２６年

平成２９年

平成３０年４月

平成３１年２月

　　　　４月

　　　　７月
　　　　１１月
令和２年３月
　　　　４月

事業経過 
都市計画マスタープランの改訂作業に
着手
地域未来法に基づく基本計画について、
経産省と協議を開始し、平成３０年３月
に同意を得る
県と地域未来法に基づく土地利用調整
計画の協議を開始
町と地権者全員との間で覚書を締結
東部工業団地で敷地拡大希望のある２
社に優先交渉権を付与
工業団地整備室設置、会計に地方公営
企業法適用
兵庫県土地開発公社に設計業務を委託
県から土地利用調整計画の同意を得る
拡張計画区域内の農振除外が完了
地区計画について、県の同意を得る
農地転用許可、開発許可及び地区計画
の指定

令和２年４月

　　　　７月

　　　　８月
　　　　１０月

　　　　１２月
令和３年３月

　　　　９月

　　　　１２月

　　　　１２月

県土地開発公社に敷地造成工事（入札
・施工監理）委託
県土地開発公社が一般競争入札を実施、
造成工事事業者決定
造成工事着手
優先交渉事業者１社から辞退があった
ため、町内企業を対象に事業者の公募
開始。２社から応募があり、うち１社
を選定
優先交渉事業者２社と仮契約締結
区域区分の変更によって、市街化区域
に編入
造成工事完了。９月７日兵庫県の開発
行為完了公告
16日、渋谷工業株式会社と土地売買契
約締結
22日、ウシオ精工株式会社と土地売買
契約締結

用地費・補償費 3億4021万3360円 

県公社委託料 7326万1342円 

造成工事費 4億2353万6300円 

補完工事他 2087万7670円 

その他支出 4135万6562円 

合計 

土地45件、物件補償6件 

設計・入札・施工監理 

地元要望工事 

事務費、借入金利息他 

8億9924万5234円 

金　　額 備　　考 名　称 

敷 地 面 積  11,795.85㎡ 

用地Ａ（ウシオ精工株式会社） 

敷 地 面 積  20,168.79㎡ 

用地Ｂ（渋谷工業株式会社） 

売買価格 
計 8億9924万5234円 

経費明細書  令和３年度決算見込み（令和４年２月28日現在）



一般質問 
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牛 尾 雅 一  
１２ページ 

植 岡 茂 和  
１３ページ 

河嶋重一郎 
１４ページ 

大塚記美代 
１５ページ 

通 告 の 内 容 

各議員のページのＱＲコードを読み取ると一般質問の様子を動画でご覧いただけます。

①地域振興について
②安全・安心なまちづくりについて
③誰もが住みよい暮らしやすいまちづ
　くりについて

①学校施設について
②クラウドファンディングについて
③もち麦振興について
④前回の質問について

①令和４年度予算について
②本町の公共施設等総合管理計画にお
　ける公共施設等の管理について
③小中学生を対象とする「ふるさと学
　習」の充実について

三 輪 一 朝  
１６ページ 

①農林業について
②安全安心のまちづくりについて
③行財政について

①妊・産婦がコロナに感染したとき、
　町としてはどう対応しているのか
②２年以上のコロナ禍における高齢者
　の運動不足に対する町の対策は
③更年期女性への健康維持のための対
　策は
④文珠荘の男湯と女湯の不公平につい
　てどう対応するのか

石 川 　 治  
１７ページ 

小 林 　 博  
２０ページ 

　 高 平 記  
１８ページ 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

①福崎町選挙管理委員会について
②前回９月定例議会質問について

①令和４年度のテーマ別予算について
②防災訓練について
③七種の自然観光事業について

①教育について
②安心安全なまちづくりについて
③ＪＲ播但線について
④福祉行政について
⑤情報公開など開かれた町政の推進に
　ついて

宇 　 壽 幸  
１９ページ 

①女性委員会の廃止について
②　川界隈の観光案内について
③市川の浚渫計画について
④幼児園、こども園の土曜日の給食に
　ついて



一般質問 

牛 尾 雅 一  

12ふくさき議会だより　第162号 

 
 
今
回
、
町
は
西
部
工

業
団
地
拡
張
の
た
め
、
1
 

0
0
0
万
円
の
予
算
を
か

け
、
以
前
の
民
間
調
査
の

範
囲
を
広
げ
て
再
調
査
さ

れ
る
。
福
崎
町
の
立
地
が

企
業
に
と
っ
て
、
現
在
・

未
来
に
向
け
て
も
大
変
魅

力
が
あ
る
た
め
と
考
え
る
。

今
後
の
町
が
進
む
べ
き
道

を
考
え
る
上
で
大
変
重
要

で
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

調
査
結
果
を
期
待
し
て
い

る
が
、
時
間
的
に
考
え
て
、

前
回
で
拡
張
の
手
法
が
確

立
し
て
い
る
東
部
工
業
団

地
拡
張
を
同
時
に
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
。
 

　
東
部
工
業
団
地
の
拡
張

に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
実
現
可
能
な
手
法
に
つ

い
て
国
・
県
と
協
議
を
進

め
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た

が
、
一
方
、
町
長
か
ら
は
、

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、

市
街
化
を
抑
制
す
る
区
域

と
い
う
の
が
大
前
提
で
あ

る
と
の
答
弁
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
が
良
い

か
は
、
地
元
区
な
ど
と
も

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

                  　
　
福
崎
町
で
は
、
消
防

団
員
数
が
町
全
体
で
6
0
 

0
名
と
の
事
だ
が
、
自
治

会
に
よ
っ
て
は
、
新
入
団

員
が
な
く
退
団
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
困
っ
て
い

る
団
員
が
お
ら
れ
る
と
聞

く
。
何
ら
か
の
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
退
団
さ
れ
て
、

自
治
会
で
の
定
員
が
１５
名

の
所
を
１３
名
、
１２
名
と
い

う
事
で
も
可
能
な
の
か
。
 

 　
現
在
の
定
員
は
、
消
防

団
の
中
で
協
議
さ
れ
、
６

０
０
名
が
必
要
で
あ
る
と

決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
に
お
い
て
、
子
ど
も

や
高
齢
者
の
方
が
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
る
事
案
が
度
 

々
起
き
て
い
る
。
交
通
安

全
の
横
断
旗
の
設
置
を
求

め
る
が
。
 

　
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都

度
対
応
し
ま
す
。

　
　
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
前
の
交

差
点
は
道
路
が
カ
ー
ブ
し

て
お
り
、
見
通
し
が
悪
い
。

横
断
歩
道
の
白
線
の
間
を

グ
リ
ー
ン
に
塗
り
、
安
全

な
交
差
点
に
で
き
な
い
か
。
 

　
白
と
グ
リ
ー
ン
の
横
断

歩
道
は
、
思
い
や
り
横
断

歩
道
と
し
て
警
察
が
推
進

を
始
め
て
い
ま
す
。
駅
前

の
道
路
は
県
道
の
た
め
、

県
土
木
事
務
所
と
も
協
議

し
ま
す
。

　
　
住
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
の
利
便
性
の
向
上
の
為

に
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消

は
大
事
で
あ
る
。
 

　
東
大
貫
溝
口
線
の
播
但

道
乗
り
口
の
溝
口
よ
り
の

信
号
の
中
島
交
差
点
に
は
、

右
折
レ
ー
ン
が
な
い
た
め
、

し
ば
し
ば
渋
滞
が
起
き
て

い
る
。
交
差
点
北
東
側
に

は
大
変
大
き
な
ア
ー
ル
の

歩
道
が
あ
り
、
ま
た
、
水

路
が
あ
る
。
水
路
に
蓋
を

か
け
る
な
ど
し
て
、
完
璧

な
右
折
レ
ー
ン
で
な
く
て

も
、
対
策
は
と
れ
な
い
か
。
 

　
交
差
点
の
改
良
を
図
る

に
は
、
用
地
的
に
も
非
常

に
難
し
い
の
で
、
現
在
、

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

西部工業団地を検討の中では同時進行は困難です 

西部工業団地の計画と東部工業団地の 
拡張を同時進行できないか 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

消
防
団
員
定
数
に

消
防
団
員
定
数
に
 

　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
つ
い
て
 

消
防
団
員
定
数
に
 

　
　
　
　
つ
い
て
 

交
通
安
全
に
　

交
通
安
全
に
　
 

　
　
　
つ
い
て

　
　
　
つ
い
て
 

交
通
安
全
に
　
 

　
　
　
つ
い
て
 

県道にも隣接し工業団地に最適と思われる地域

JR福崎駅前の横断歩道

播但道南ランプ西の中島交差点
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植 岡 茂 和 

 
 
文
珠
荘
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
事
業
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
と
り
い
れ

た
が
、
当
初
の
目
標
設
定

金
額
と
結
果
を
お
尋
ね
す

る
。
 

 　
当
初
の
目
標
金
額
は
３

０
０
万
円
と
し
て
お
り
ま

し
た
。
最
終
の
支
援
額
は
、

２
３
１
件
、
５
０
８
万
７

１
３
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

に
か
か
る
予
算
額
は
い
く

ら
か
。
 

 　
照
明
設
備
工
事
費
が
３

９
０
万
円
、
返
礼
品
代
が

１
０
５
万
円
、
チ
ラ
シ
印

刷
代
、
手
数
料
な
ど
の
経

費
が
35
万
円
、
合
計
５
３

０
万
円
で
す
。

　
　
予
算
の
差
額
は
、
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
 

  　
支
援
金
額
が
約
５
０
８

万
７
０
０
０
円
、
歳
出
見

込
み
が
約
５
３
０
万
円
で

す
の
で
、
差
額
に
つ
い
て

は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
平
成
２９
年
６
月
の
一

般
質
問
で
、
当
時
の
議
員

が
質
問
し
て
い
る
内
容
と

重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
福
崎
西
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
の
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。
フ
ェ
ン

ス
に
状
態
の
悪
い
箇
所
が

あ
り
、
生
徒
が
工
夫
を
し

て
い
る
が
穴
か
ら
ボ
ー
ル

が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
と
聞
い
た
。
状
態
の
悪

い
箇
所
は
見
た
目
に
も
い

い
も
の
で
は
な
く
、
フ
ェ

ン
ス
の
機
能
も
果
た
せ
て

い
な
い
。
生
徒
の
学
ぶ
環

境
の
た
め
に
も
、
対
策
の

検
討
を
し
て
も
ら
い
た
い

が
ど
う
か
。
 

  　
令
和
４
年
度
当
初
予
算

に
修
繕
費
用
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
早
期
に
修
繕
工

事
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
通
学
路
に
つ
い
て
、

各
小
学
校
、
中
学
校
が
、

危
険
箇
所
改
善
要
望
を
ま

と
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

担
当
課
長
と
情
報
共
有
は

図
れ
て
い
る
か
。
 

 　
情
報
共
有
は
図
れ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
度
で
は

43
か
所
の
要
望
を
受
け
て

い
ま
す
。
対
応
済
み
又
は

対
応
予
定
は
31
か
所
で
す
。

残
り
の
12
か
所
は
、
対
応

時
期
未
定
又
は
困
難
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
も
ち
麦
ビ
ー
ル
の
開

発
に
か
か
っ
た
費
用
は
い

く
ら
か
。
 

 　
ビ
ン
入
り
３
３
０
㎖
、

約
３
４
０
本
で
、
80
万
円

ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
も
ち
麦
ビ
ー
ル
の
今

後
の
展
開
は
考
え
て
い
る

の
か
。
 

 　
課
題
は
、
他
の
地
ビ
ー

ル
同
様
に
単
価
が
高
い
こ

と
で
す
。
ま
ず
は
、
観
光

の
お
土
産
や
特
別
な
日
用

の
使
用
を
想
定
し
、
取
り

扱
い
が
可
能
な
店
舗
へ
働

き
か
け
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

も
ち
麦
ち
麦
ビ
ー
ル
　
ル
　
 

　
　
　

　
　
　
に
つ
い
て
 

も
ち
麦
ビ
ー
ル
　
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

健
康
福
祉
課
長
 

健
康
福
祉
課
長
 

健
康
福
祉
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

最終支援金額は508万7130円となっています 

文珠荘クラウドファンディングの 
結果は 

学
校
施
設

学
校
施
設
に
つ
い
て
 

学
校
施
設
に
つ
い
て
 

通
学
路

通
学
路
に
つ
い
て
 

通
学
路
に
つ
い
て
 

破損したフェンス（福崎西中学校）

文珠荘ライトアップイベント

もち麦ビール
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農業に携わる人が尊敬され安定した生活を送れる 
ことができる時代が来ることを願っています 

農業の将来について町長に問う 

 
 
農
業
の
将
来
に
つ
い

て
、
町
長
の
思
い
は
。
 

  　
私
は
、
農
業
を
考
え
る

上
で
三
つ
の
視
点
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
点
目
は
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に

よ
っ
て
世
界
の
金
融
や
物

流
が
滞
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
糧
の
供
給
に
大
き
な

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
関

連
物
資
が
高
騰
し
、
世
界

経
済
の
先
行
き
に
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
つ

い
先
ほ
ど
ま
で
は
、
世
界

は
平
和
で
自
由
に
貿
易
が

で
き
て
必
要
な
時
に
必
要

な
も
の
が
手
に
入
る
世
の

中
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
や

ら
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で

す
。
今
回
の
こ
と
で
、
我

が
国
の
食
糧
自
給
率
の
向

上
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。

　
二
点
目
は
、
農
業
は
、

経
済
、
産
業
の
面
だ
け
で

な
く
国
土
の
保
全
と
い
っ

た
観
点
か
ら
も
見
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
農
業
は
、
①
地
球

環
境
の
保
全
、
②
台
風
や

豪
雨
時
の
防
災
・
減
災
機

能
、
③
水
源
の
涵
養
、
④

文
化
の
伝
承
な
ど
多
く
の

機
能
が
あ
り
、
ま
さ
に
国

土
を
守
る
最
前
線
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
三
点
目
は
、
私
は
農
業

は
決
し
て
衰
退
産
業
で
は

な
い
は
ず
だ
と
信
じ
て
い

ま
す
。
以
前
に
紹
介
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

菅
前
首
相
が
官
房
長
官
時

代
に
講
演
を
聞
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

地
方
創
生
の
柱
は
、
観
光

と
農
業
振
興
だ
と
言
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
農
業
は

成
長
産
業
に
な
れ
る
は
ず

だ
と
訴
え
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　
福
崎
町
は
兼
業
農
家
が

多
く
、
こ
の
三
つ
の
視
点

が
す
べ
て
ぴ
っ
た
り
当
て

は
ま
る
も
の
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
業

は
国
の
基
礎
的
な
産
業
で

す
の
で
、
絶
対
に
な
く
な

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
に
携
わ
る
人
が
尊
敬

さ
れ
、
安
定
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
時
代

が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

   　
　
被
害
の
多
い
集
落
に

つ
い
て
は
地
域
の
協
力
が

必
要
と
思
う
が
、
対
策
は
。
 

  　
現
在
、
小
倉
地
区
で
、

集
落
ぐ
る
み
で
取
組
む
県

の
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
獣

害
対
策
」
に
着
手
さ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。

    　
　
今
後
の
対
策
は
。
 

  　
令
和
4
年
度
も
約
30
本
の

処
理
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
要
精
密
検
査
対
象
者

の
精
密
検
査
受
診
の
徹
底

に
つ
い
て
問
う
。
 

 　
町
広
報
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
送
付
、
電
話
に
よ
る
受

診
勧
奨
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
　
要
受
診
と
診
断
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
日

医
療
機
関
を
受
診
し
な
い

生
徒
の
対
応
は
。
 

 　
個
別
懇
談
会
時
に
担
任

か
ら
保
護
者
に
呼
び
か
け

た
り
す
る
こ
と
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

     　
　
コ
ロ
ナ
禍
は
税
徴
収

を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
の
か
。
 

 　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
た

め
、
徴
収
猶
予
の
特
例
と

い
う
特
別
な
徴
収
緩
和
制

度
の
利
用
や
分
割
納
付
の

相
談
が
増
加
し
た
の
は
事

実
で
す
。
結
果
と
し
て
、

令
和
2
年
度
の
収
納
率
は

若
干
下
が
り
ま
し
た
が
、

現
状
に
お
い
て
も
先
が
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
納
税
者
の
負
担
緩
和

と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
、

や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

社
会
情
勢
を
注
視
し
な
が

ら
引
続
き
貴
重
な
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

獣
害
被
害
と
　

獣
害
被
害
と
　
 

　
対
策
に
つ
い
て

　
対
策
に
つ
い
て
 

獣
害
被
害
と
　
 

　
対
策
に
つ
い
て
 

ま
ち
ぐ
る
み
健
診

ま
ち
ぐ
る
み
健
診
 

そ
の
後
に
つ
い
て

そ
の
後
に
つ
い
て
 

ま
ち
ぐ
る
み
健
診
 

そ
の
後
に
つ
い
て
 

学
校
検
診
　
　
　

学
校
検
診
　
　
　
 

そ
の
後
に
つ
い
て

そ
の
後
に
つ
い
て
 

学
校
検
診
　
　
　
 

そ
の
後
に
つ
い
て
 

ナ
ラ
枯
れ
　
　

ナ
ラ
枯
れ
　
　
 

　
対
策
に
つ
い
て

　
対
策
に
つ
い
て
 

ナ
ラ
枯
れ
　
　
 

　
対
策
に
つ
い
て
 

コ
ロ
ナ
禍
で
禍
で
の
税
徴
収
と

税
徴
収
と
 

予
算
編
成

予
算
編
成
に
お
け
る
 

町
税
歳
入
見
込

町
税
歳
入
見
込
に
つ
い
て
 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
税
徴
収
と
 

予
算
編
成
に
お
け
る
 

町
税
歳
入
見
込
に
つ
い
て
 

税
務
課
長
 

町
長
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３
年
目
に
入
っ
た
自

粛
生
活
で
、
運
動
不
足
が

心
配
さ
れ
る
が
、
高
齢
者

の
運
動
行
動
の
現
状
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。
 

　
令
和
２
年
度
は
、
令
和

元
年
度
に
比
べ
て
、
ふ
く

ろ
う
体
操
や
ミ
ニ
デ
イ
な

ど
の
参
加
者
は
半
減
し
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
の
結

果
は
ま
だ
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。
60
歳
以
上
の
ス
ポ

ー
ツ
関
連
の
入
会
者
数
は
、

令
和
元
年
度
は
21.

７
％

で
し
た
が
、
令
和
３
年
度

は
15.

３
％
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
文
化
セ
ン
タ
ー

で
の
「
は
つ
ら
つ
広
場
」

（
介
護
予
防
教
室
）
の
開

催
は
中
止
せ
ず
に
続
け
て

お
り
、
参
加
者
の
減
少
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
 
要
介
護
認
定
者
は
コ

ロ
ナ
の
前
と
比
べ
て
増
え

て
は
い
な
い
の
か
。
 

  　
半
年
間
で
75
歳
以
上
の

高
齢
者
の
要
介
護
認
定
者

は
、
0.5
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

31.

１
％
で
す
。
自
然
増

よ
り
は
や
や
多
い
数
と
思

い
ま
す
。

 
 
令
和
３
年
４
月
に
７５

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し

郵
送
に
よ
る
実
態
把
握
を

し
た
結
果
は
。
 

 

　
２
６
４
０
人
に
郵
送
し
、

２
３
１
３
人
の
回
答
を
得

ま
し
た
。
30.

４
％
の
方

が
、
外
出
自
粛
に
よ
る
活

動
量
の
減
少
に
よ
り
健
康

度
の
低
下
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。
32.

４
％
の
方
が
、

以
前
に
比
べ
歩
く
速
度
や

動
作
が
遅
く
な
っ
た
と
答

え
て
い
ま
す
。

　
　
感
染
予
防
を
し
つ
つ
、
 

現
在
運
動
習
慣
の
な
い
人

に
対
す
る
運
動
不
足
を
解

決
す
る
具
体
的
な
方
法
は

考
え
て
い
る
の
か
。
 

  　
具
体
的
に
は
な
か
な
か

難
し
い
の
で
す
が
、
令
和

４
年
度
か
ら
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
等
の

一
体
的
な
実
施
を
行
い
、

そ
の
中
で
高
齢
者
の
運
動

不
足
解
消
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
妊
産
婦
の
コ
ロ
ナ
感

染
率
は
非
妊
婦
の
数
倍
と

い
わ
れ
て
い
る
。
情
報
が

少
な
い
妊
産
婦
に
対
し
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
る
の
か
。
 

　
母
子
健
康
手
帳
交
付
の

と
き
に
妊
婦
向
け
の
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
渡
し
、
相
談
窓

口
や
コ
ロ
ナ
情
報
に
つ
い

て
も
説
明
し
て
い
ま
す
。

福
崎
保
健
所
に
は
保
健
師

の
派
遣
や
感
染
者
へ
の
食

糧
等
の
配
達
な
ど
の
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 
更
年
期
障
害
が
原
因

で
退
職
し
て
し
ま
う
人
が

い
る
。
女
性
の
健
康
寿
命

の
延
伸
の
た
め
に
も
、
更

年
期
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
大
切
だ
と
思
う
が
、
町

と
し
て
何
が
で
き
る
か
。
 

　
健
康
不
調
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
受
診
で
き
る
体
制

整
備
と
、
職
場
の
中
で
の

更
年
期
障
害
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
で
、
女

性
が
更
年
期
の
数
年
間
を

乗
り
切
り
、
仕
事
を
あ
き

ら
め
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
と
し
て
は
、
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

健
康
福
祉
課
長
 

問
 

健
康
福
祉
課
長
 

健
康
福
祉
課
長
 

問
 

健
康
福
祉
課
長
 

健
康
福
祉
課
長
 

問
 

問
 

問
 

長引くコロナ自粛で、高齢者の運動不足が 
危惧される。具体的な対策が急務ではないか 
令和4年度からの高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を行い、 
高齢者の運動不足解消を検討して、実施していきたい 

妊
産
婦

妊
産
婦
の
　
　
　

　
　
　
 

　
コ
ロ
ナ
感
染
支
援

感
染
支
援
 

妊
産
婦
の
　
　
　
 

　
コ
ロ
ナ
感
染
支
援
 

健
康
福
祉
課
長
 

問
 更

年
期
女
性

更
年
期
女
性
へ
の
 

　
　
　
　
健
康
対
策

　
　
　
　
健
康
対
策
 

更
年
期
女
性
へ
の
 

　
　
　
　
健
康
対
策
 

グラウンドゴルフ（西谷地区）

グラウンドゴルフ（さるびあドーム）
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公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
お
い
て
第
２
体

育
館
（
旧
福
崎
中
学
校
体

育
館
‥
１
９
６
９
年
築
・

竣
工
か
ら
５３
年
経
過
）
は
、

危
険
度
が
高
ま
っ
た
時
点

で
廃
止
・
撤
去
を
含
め
た

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
と

あ
る
が
、
危
険
度
が
高
ま

っ
た
時
点
と
は
ど
の
様
な

状
況
な
の
か
。
 

 　
建
物
の
寿
命
、
安
全
性

お
よ
び
機
能
性
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
部

位
の
傷
み
が
あ
り
、
人
身

に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
箇
所
の
あ
る
状
況

を
指
し
ま
す
。

 
 
同
計
画
に
お
い
て
文

化
セ
ン
タ
ー
（
１
９
７
０

年
築
・
竣
工
か
ら
５２
年
経

過
）
は
耐
震
改
修
も
し
く

は
施
設
の
集
約
、
統
廃
合

の
検
討
と
あ
る
が
、
現
時

点
に
お
い
て
も
耐
震
改
修

工
事
の
方
向
性
を
残
し
て

い
る
の
か
。
 

　
２
０
０
９
年
度
に
実
施

し
た
文
化
セ
ン
タ
ー
の
耐

震
診
断
結
果
で
は
、
大
ホ

ー
ル
で
特
に
悪
い
結
果
を

示
し
て
い
ま
す
。
部
分
的

に
耐
震
改
修
工
事
を
実
施

し
て
使
用
す
る
可
能
性
は

低
い
も
の
の
、
一
つ
の
選

択
肢
と
し
て
残
し
て
い
ま

す
。

 
 
同
計
画
書
に
お
い
て

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念

館
（
１
９
７
５
年
築
・
竣

工
か
ら
４７
年
経
過
）
は
、

耐
震
改
修
工
事
未
実
施
と

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
 

 　
２
０
１
２
年
度
に
耐
震

診
断
を
実
施
し
新
耐
震
基

準
以
上
の
耐
震
性
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

 
 
同
計
画
書
に
お
い
て

高
齢
福
祉
施
設
は
、
民
間

へ
の
譲
渡
を
行
う
な
ど
民

間
活
力
の
導
入
を
検
討
と

あ
る
。
高
齢
福
祉
施
設
以

外
に
つ
い
て
も
民
間
活
力

の
検
討
を
行
う
必
要
性
、

お
よ
び
検
討
状
況
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。
 

  　
高
齢
福
祉
施
設
以
外
の

施
設
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
民
間
の

持
つ
技
術
・
知
識
・
経
験
・

資
金
等
を
活
用
し
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
迅
速

に
、
質
の
向
上
を
図
れ
る

こ
と
、
業
務
・
執
行
体
制

の
簡
素
化
・
効
率
化
や
経

費
の
削
減
が
図
れ
る
の
で

あ
れ
ば
検
討
の
必
要
性
を

有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 
 
自
治
体
単
独
で
保
有

せ
ず
、
複
数
の
自
治
体
で

運
営
し
て
き
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
消
防
、
斎
苑
、
ゴ

ミ
処
理
が
あ
る
。
今
後
、

自
治
体
経
営
の
環
境
が
よ

り
厳
し
く
な
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
広

域
で
の
公
共
施
設
の
最
適

配
置
を
図
る
観
点
か
ら
、

複
数
の
自
治
体
の
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
 

 　
行
政
区
域
を
越
え
た
周

辺
施
設
の
状
況
や
、
そ
の

役
割
分
担
、
ま
た
利
用
促

進
や
集
約
化
な
ど
、
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

有
意
義
な
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

公共施設の最適配置を、より広域で 
複数の自治体で連携し、取り組んではどうか 

今後の検討は必要であり、有意義なものです 

　福崎町は2017年3月に公共施設等総合管理
計画を策定し、計画期間は2046年度までの
30年間。 
　同計画には、今後30年で延床面積ベースで
は約10％程度縮減をはじめとした基本的な観
点がある。 
　これからの時代の住民サービス提供には一層、
自治体経営の視点が求められる。 

柳田國男・松岡家記念館（1975年築）
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連
合
婦
人
会
解
散
以

降
、
女
性
委
員
会
が
当
時

の
町
長
の
肝
い
り
で
設
置

さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
あ
え

て
今
年
度
末
で
解
散
す
る

の
は
な
ぜ
な
の
か
。
 

　
創
設
か
ら
12
年
間
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
を
中

心
に
討
論
会
を
実
施
し
て
、

一
定
の
成
果
を
得
ら
れ
た

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
対
面
討
論

も
難
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

  　
女
性
委
員
会
が
誕
生
し

て
12
年
、
今
も
女
性
の
意

見
を
聞
く
こ
と
は
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
か

ら
働
き
盛
り
の
方
や
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
層
の
意
見

に
耳
を
傾
け
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

 
 
昨
年
度
末
で
解
散
さ

れ
た
　
川
界
隈
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
に
代
わ
る
A
 

R
や
V
R
技
術
を
活
用
し

た
観
光
ア
プ
リ
等
観
光
案

内
の
そ
の
後
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
 

　
観
光
ア
プ
リ
ふ
く
な
び

で
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

妖
怪
ベ
ン
チ
な
ど
ナ
ビ
案

内
で
目
的
地
ま
で
誘
導
さ

れ
ま
す
。
現
在
申
請
中
の

文
化
観
光
推
進
地
域
計
画

で
は
、
　
川
界
隈
の
　
川

山
公
園
や
文
化
施
設
に
お

い
て
、
A
R
や
V
R
機
能
、

I
C
T
な
ど
で
案
内
や
解

説
が
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
の
ふ
く
な
び

の
更
新
で
は
、
ミ
ス
テ
リ

ー
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
や
商
工

会
と
コ
ラ
ボ
し
て
町
内
飲

食
店
を
巡
る
計
画
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

 
 
土
曜
日
登
園
の
２
号

認
定
園
児
の
給
食
代
替
措

置
と
し
て
の
お
に
ぎ
り
等

の
提
供
だ
け
で
は
少
量
で

あ
り
、
お
腹
を
す
か
せ
る

園
児
へ
の
対
応
を
検
討
さ

れ
た
。
昨
年
９
月
か
ら
試

行
期
間
を
設
け
、
ご
飯
持

参
で
お
か
ず
の
み
の
弁
当

を
業
者
発
注
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の

様
子
は
ど
う
か
。
 

　
他
市
町
で
も
採
用
さ
れ

て
い
る
業
者
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
試
行
期
間
を

経
て
11
月
か
ら
正
式
発
注

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
園
長

会
で
の
意
見
も
お
お
む
ね

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

 
 
１２
月
質
問
の
回
答
と

し
て
、
県
の
浚
渫
計
画
に

よ
り
今
年
度
は
七
種
川
合

流
付
近
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
現
場
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
の
合
流
付
近
の
み
の

工
事
と
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
も
引
き
続
い
て
の
計

画
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

　
県
が
市
川
全
体
を
見
渡

し
た
う
え
で
堆
積
が
著
し

い
箇
所
、
そ
の
浚
渫
の
効

果
が
高
い
と
こ
ろ
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
実
施
し
て

お
り
、
継
続
工
事
と
し
て

の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

県
に
は
引
き
続
き
適
切
な

維
持
管
理
を
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

問
 

問
 

総
務
課
長
 

町
長
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

女性の意見だけを聞く場を設けるのではなく、 
子どもから高齢者まで幅広く意見を伺いたい 

女性委員会の廃止について 

　
川
界
隈
の
　
　
　

川
界
隈
の
　
　
　
 

観
光
案
内
に
つ
い
て

観
光
案
内
に
つ
い
て
 

　
川
界
隈
の
　
　
　
 

観
光
案
内
に
つ
い
て
 

幼
児
園
、

幼
児
園
、こ
ど
も
園
の
　
 

　
土
曜
日
給
食

　
土
曜
日
給
食
に
つ
い
て
 

幼
児
園
、こ
ど
も
園
の
　
 

　
土
曜
日
給
食
に
つ
い
て
 

幼児園・こども園の土曜日給食

市川の浚渫工事

市
川
の
浚
渫
計
画

市
川
の
浚
渫
計
画 

　
　
　

　
　
　 

に
つ
い
て

に
つ
い
て 

市
川
の
浚
渫
計
画 

　
　
　 

に
つ
い
て 

し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ 

し
ゅ
ん
せ
つ 
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令
和
４
年
度
の
事
業

の
実
施
時
期
は
。
 

 　
秋
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
る
ま
で
に
は
整
備
が

完
了
し
て
い
る
よ
う
に
進

め
ま
す
。
 

 　
　
ど
の
辺
り
を
重
点
的

に
実
施
す
る
の
か
。
 

 　
令
和
４
年
度
は
七
種
の

滝
周
辺
の
景
観
整
備
の
た

め
の
伐
採
、
七
種
山
登
山

道
、
東
コ
ー
ス
の
支
障
と

な
る
立
木
・
倒
木
の
伐
採
、

下
刈
り
や
路
面
の
改
善
な

ど
登
山
道
の
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
２
〜
３
年

か
け
て
西
コ
ー
ス
も
含
め

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 
 
令
和
３
年
度
の
当
初

予
算
金
額
は
。
 

 　
前
年
度
か
ら
の
繰
越
額

を
含
め
て
７
事
業
、
約
1.7

億
円
で
す
。

 
 
令
和
３
年
度
最
終
予

算
の
実
績
見
込
み
は
。
 

 　
実
績
見
込
み
は
約
7.9
億

円
で
す
。

 
 
差
異
の
大
き
い
要
因

は
。
 

 　
一
番
大
き
い
の
は
、
児

童
一
人
当
た
り
10
万
円
を

給
付
す
る
全
額
国
費
の
子

育
て
世
帯
等
給
付
金
事
業

で
、
合
計
約
3.2
億
円
。
う

ち
、
不
用
額
は
約
１
０
０

０
万
円
で
す
。
対
象
児
童

数
を
３
２
０
０
人
と
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
実
績

は
３
０
９
９
人
の
見
込
み

で
あ
る
た
め
で
す
。

 
 
令
和
４
年
度
の
繰
越

額
を
含
む
予
算
は
。
 

 　
９
事
業
で
、
約
1.4
億
円

で
す
。
当
初
分
で
大
き
い

事
業
は
、
学
生
へ
の
応
援

給
付
金
２
０
０
０
万
円
、

新
生
児
世
帯
応
援
給
付
金

１
４
０
０
万
円
。
自
治
会

へ
の
感
染
症
防
止
対
策
事

業
１
０
０
０
万
円
で
す
。

 
 
令
和
４
年
度
の
予
算

書
で
は
交
通
安
全
予
算
は

約
１
３
０
０
万
円
。
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
設
置
、
交
通
安

全
教
室
、
通
学
路
カ
ラ
ー

舗
装
し
か
記
載
が
な
い
。

交
通
安
全
の
た
め
の
道
路

改
修
も
含
め
た
も
の
を
広

義
の
交
通
安
全
対
策
と
し

て
質
問
す
る
。
令
和
３
年

度
の
実
績
見
込
み
金
額
は
。
 

 　
広
義
の
交
通
安
全
対
策

費
と
い
う
事
で
、
交
通
安

全
関
連
の
道
路
橋
梁
費
を

加
え
る
と
合
計
で
約
2.8
億

円
で
す
。

 
 
令
和
４
年
度
の
広
義

の
交
通
安
全
対
策
予
算
は
。
 

 　
７
事
業
で
約
2.5
億
円
で

す
。
一
番
大
き
い
事
業
は

約
１
億
円
の
道
路
維
持
改

修
事
業
で
す
。

 
 
１２
月
に
「
地
震
対
策

の
防
災
訓
練
実
施
に
つ
い

て
」
の
質
問
を
し
た
時
、

回
答
は
「
町
と
自
治
会
と

の
合
同
訓
練
や
大
規
模
訓

練
の
実
施
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
」
で
あ
っ
た
。
令

和
４
年
度
の
予
算
で
は
、

ど
の
名
称
で
い
く
ら
予
算

化
さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

 　
特
別
な
予
算
は
計
上
し

て
い
ま
せ
ん
。
防
災
と
福

祉
の
連
携
事
業
と
し
て
、

各
自
治
会
に
は
個
別
計
画

に
基
づ
い
た
避
難
訓
練
の

実
施
を
依
頼
し
て
お
り
、

町
と
自
治
会
合
同
訓
練
も

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
大
規
模
訓
練
は
コ

ロ
ナ
の
状
況
が
不
透
明
な

た
め
、
次
年
度
以
降
の
検

討
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

地
域
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

コ
ロ
ナ
感
染
症
　

感
染
症
　
 

　
　
　
対
策
予
算

　
　
　
対
策
予
算
 

コ
ロ
ナ
感
染
症
　
 

　
　
　
対
策
予
算
 

地
震
対
策

地
震
対
策
の
た
め
の
 

防
災
訓
練
　
　
　
　

防
災
訓
練
　
　
　
　
 

地
震
対
策
の
た
め
の
 

防
災
訓
練
　
　
　
　
 

交
通
安
全
対
策
予
算

交
通
安
全
対
策
予
算
 

交
通
安
全
対
策
予
算
 

　 高 平 記 
秋の登山シーズンが始まるまでに、七種の滝周辺、七種山登山 
道の立木・倒木の伐採、下刈り等による整備を計画しています 

七種自然観光資源の整備は 

七種の滝（七種神社からの眺め：
木々の枝が生い茂っている現状）



一般質問 

19 ふくさき議会だより　第162号 

何に基づいて入札行為、 
契約行為がなされているのか 

法令例規に基づいて実施しています 

 
 
予
定
価
格
６
０
０
万

円
で
、
河
川
公
園
、
イ
ー

ス
ト
パ
ー
ク
が
随
意
契
約

さ
れ
て
い
る
。
随
意
契
約

す
る
場
合
は
、
請
負
に
つ

い
て
は
１
３
０
万
円
以
下

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
、
財
務
規
則
第
１
２

０
条
の
２
を
厳
守
し
な
い

の
か
。
 

　
宇
　
議
員
は
、
地
方
自

治
法
施
行
令
第
1
6
7
条

の
2
第
1
項
第
1
号
に
違

反
し
て
い
る
の
で
は
と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
随

意
契
約
が
で
き
る
項
目
は

1
号
か
ら
9
号
ま
で
あ
り

ま
す
。
1
号
だ
け
が
随
意

契
約
で
き
る
条
件
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
随
意
契
約
が

で
き
る
用
件
に
当
て
は
ま

っ
て
い
る
か
ら
随
意
契
約

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
こ
の
契
約
は
建

設
工
事
等
入
札
審
査
会
に

お
い
て
、
合
議
の
う
え
で

随
意
契
約
を
認
め
、
５
者

に
よ
る
見
積
も
り
合
わ
せ

を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
競

争
性
、
公
平
性
も
働
い
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
 
再
度
、
公
共
調
達
の

原
則
で
あ
る
競
争
性
、
公

平
性
及
び
経
済
性
を
求
め

調
査
し
ま
す
。
 

　
も
う
一
度
、
地
方
自
治

法
施
行
令
を
よ
く
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 
 
昨
年
、
衆
議
院
総
選

挙
が
行
わ
れ
た
。
投
票
所

入
場
券
の
重
複
が
あ
り
、

な
ぜ
町
民
に
謝
罪
し
な
か

っ
た
の
か
。
 

　
投
票
用
紙
の
二
重
交
付

等
で
あ
れ
ば
、
重
大
な
こ

と
と
し
て
発
表
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

 
 
投
票
所
入
場
券
は
、

有
権
者
数
で
あ
り
ま
す
。

何
枚
重
複
し
た
の
か
。
 

　
３
世
帯
10
名
で
す
。

 
 
県
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
確
認
し
ま
す
と
、

２０
枚
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

公
金
で
委
託
業
務
が
さ
れ

て
い
る
。
国
へ
の
収
支
報

告
書
は
、
印
刷
代
、
送
料

等
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ

れ
た
の
か
。
 

　
入
場
券
の
二
重
発
送
分

も
含
め
て
の
報
告
で
す
。

 
 
選
挙
に
関
し
て
、
不

祥
事
が
生
じ
た
場
合
、
議

会
か
ら
法
令
化
を
求
め
た

い
。
 

　
今
後
、
重
大
な
問
題
等

が
発
生
し
た
場
合
、
県
の

選
挙
管
理
委
員
会
と
相
談

し
、
そ
の
都
度
判
断
し
ま

す
。

 
 
前
回
、
執
務
室
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
で
「
私
が
当
選
し
ま
し

て
谷
口
商
工
会
会
長
と
面

談
し
ま
し
た
。
何
が
問
題

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
執
務
室

に
テ
ー
ブ
ル
を
持
込
み
面

談
す
る
な
ど
私
物
化
さ
れ

て
い
る
。
新
温
泉
町
で
は
、

執
務
室
に
お
い
て
職
員
と

業
者
等
不
正
行
為
が
発
生

し
た
た
め
に
、
関
係
者
以

外
は
執
務
室
へ
の
入
室
を

禁
じ
て
い
る
。
そ
れ
を
防

止
す
る
た
め
に
も
、
官
製

談
合
防
止
策
の
た
め
に
も

業
者
等
の
出
入
り
を
禁
止

し
て
は
ど
う
か
。
 

　
谷
口
商
工
会
長
と
の
面

談
の
何
が
問
題
な
の
か
私

は
今
も
全
く
分
か
り
ま
せ

ん
。
目
的
は
商
工
会
報
で

あ
る
「
や
ま
も
も
」
に
載

せ
る
た
め
で
す
。
神
戸
新

聞
に
も
声
を
か
け
て
記
事

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
福
崎
町
も
入
札

行
為
の
作
業
中
に
お
い
て
、

町
長
室
に
職
員
以
外
の
も

の
が
出
入
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
入
札
業
務

中
に
部
外
者
立
ち
入
り
禁

止
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
入
札
行
為
と
お
客

様
と
の
面
会
を
同
列
に
扱

う
の
は
お
か
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
、
基
本
的
な
姿
勢

と
し
て
、
開
か
れ
た
町
長

室
に
し
て
お
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問
 

執
務
室
の
　
　
　

執
務
室
の
　
　
　
 

在
り
方
に
つ
い
て

在
り
方
に
つ
い
て
 

執
務
室
の
　
　
　
 

在
り
方
に
つ
い
て
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

宇 　 壽 幸 

隠
蔽
体
質
か

隠
蔽
体
質
か
 

隠
蔽
体
質
か
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

問
 

問
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
 

問
 

問
 

問
 

問
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県
教
委
が
高
校
の
統

合
を
突
然
に
公
表
し
た
。

子
ど
も
を
持
つ
親
だ
け
で

な
く
地
域
の
存
亡
に
も
関

わ
る
問
題
。
白
紙
に
戻
す

べ
き
だ
。
 

 　
生
徒
数
が
減
る
な
か
で

仕
方
が
な
い
で
す
が
、
福

崎
町
に
は
残
る
よ
う
熱
望

し
ま
し
た
。

　
新
聞
で
は
じ
め
て
知
り

ま
し
た
。
残
念
に
思
い
ま
す
。

 
 
学
校
等
の
コ
ロ
ナ
対

策
の
概
要
報
告
を
求
め
る
。
 

 　
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま

な
い
、
広
げ
な
い
を
基
本

に
対
応
し
、
空
気
清
浄
機

や
C
O
２
測
定
器
等
の
器

具
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

 
 
学
習
の
習
熟
度
や
不

登
校
問
題
な
ど
、
解
決
に

は
職
員
の
人
員
確
保
が
重

要
と
思
う
。
 

 　
町
独
自
の
配
置
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

 
 
エ
ル
デ
周
辺
の
樹
木

が
伐
採
さ
れ
た
。
維
持
管

理
に
費
用
を
か
け
ず
、
結

果
、
伐
採
は
問
題
を
感
じ

る
。
計
画
と
管
理
の
再
考

が
必
要
と
思
う
。
 

 　
落
ち
葉
で
隣
地
に
迷
惑

を
か
け
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
伐
採
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
を
考
え
た
計
画
と

維
持
管
理
も
し
っ
か
り
や

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 
 
福
崎
駅
周
辺
整
備
の

延
長
に
当
た
る
県
道
甘
地

福
崎
線
、
町
道
千
束
新
町

線
の
取
り
組
み
状
況
は
ど

う
か
。
 

 　
12
月
議
会
後
、
パ
ン
工

場
は
協
力
を
い
た
だ
き
契

約
が
整
い
ま
し
た
。
用
地

の
寄
付
を
受
け
る
協
定
を

結
ん
で
い
る
企
業
と
は
交

渉
中
で
す
。
部
分
拡
幅
工

事
は
そ
れ
以
後
で
す
。
町

道
は
警
察
と
の
交
差
点
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
 
県
道
整
備
で
は
西
谷

付
近
・
七
種
山
等
の
危
険

箇
所
対
策
を
早
く
実
施
し

て
ほ
し
い
。
な
ぐ
さ
の
森

の
遊
歩
道
が
傷
ん
で
い
る
。

管
理
責
任
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
 

 　
西
谷
工
区
の
用
地
立
会

い
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
予
算
配
分

を
要
望
し
て
い
ま
す
。
七

種
は
路
肩
の
損
傷
も
激
し

く
、
強
く
要
望
し
て
い
ま

す
。

　
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
ま

す
が
、
整
備
当
時
の
施
設

全
て
ま
で
は
手
が
届
か
な

い
よ
う
な
状
況
で
す
。

 
 
緊
急
自
動
車
も
進
入

困
難
な
住
環
境
改
善
の
研

究
を
求
め
た
い
。
 

 　
条
例
や
地
区
計
画
が
課

題
で
す
。

 
 
高
橋
の
不
法
投
棄
問

題
の
そ
の
後
の
取
り
組
み

は
。
 

 　
県
は
根
気
強
く
催
促
し

て
い
ま
す
。

 
 
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
に
補
聴
器
は
大
き
な

役
割
を
果
た
す
。
全
国
的

に
補
助
を
出
す
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
県
も
実
証

を
始
め
、
明
石
市
に
続
き

３
市
町
が
開
始
す
る
。
当

町
も
実
施
を
。
 

 　
県
は
４
０
０
人
を
対
象

に
調
査
を
行
い
ま
す
。
町

も
状
況
を
見
な
が
ら
考
え

ま
す
。

 
 
図
書
館
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
行
政
情
報
の

公
開
は
町
及
び
広
域
行
政

や
各
種
委
員
会
を
対
象
に

常
に
最
新
の
内
容
に
整
備

し
て
ほ
し
い
。
 

 　
公
開
対
象
の
拡
大
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
最
新
の

情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
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ま
ち
づ
く
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長
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社
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農
林
振
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課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

小 林 　博  

安
全
な
街
づ
く
り

安
全
な
街
づ
く
り
 

安
全
な
街
づ
く
り
 

技
監
 

補
聴
器

補
聴
器
へ
の
補
助
を

補
助
を
 

補
聴
器
へ
の
補
助
を
 

情
報
公
開

情
報
公
開
 

情
報
公
開
 

福崎高校に影響があるというようなことであれば 
受け入れることができないと思います。 

高校統合は慎重に 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 



　寄附の目標額を300万円と設定して
いましたが、１月末で500万円を超え
たため、増額補正されました。

クラウドファンディング最終見込額 530万円 

議会調査研究事業 

※クラウドファンディングの最終金額は、5,087,130円でし
　た。（１月末現在）

臨時会 

その他 

　第501回臨時会は２月１日に招集されました。今臨時会では、議案「令和３年度一般会計補正
予算（第７号）について」１件が提出され、慎重に審議を行いました。審議の結果、原案のとおり
可決しました。

　福崎町議会では令和２年度から、政務活動費に代わり議会調査研究事業を実施しています。令
和３年度は議会調査研究事業で７議員が研修等に参加しました。

第501回 臨 時 会 第501回 臨 時 会 第501回 臨 時 会 第501回 臨 時 会 

歳出の内訳 照明設備工事 390万円

返礼品代 105万円

チラシ印刷代、手数料など 35万円

合計 530万円
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政務活動費 とは 
　議員に政策調査研究等の活動のために支給される費用です。地方自治法に規定された制度ですが、一部の
地方議会議員による不正受給などにより地方議会議員への信頼が損なわれる状況になり、福崎町議会では検
討を行った結果、平成30年度をもって交付を廃止しました。

豆 知 識 

事業の目的：議会の審査機能の強化、政策提言能力の向上
事業の内容：①調査・視察
　　　　　　②会議または研修への参加
　　　　　　③意見書、要望等の要請
　　　　　　④災害時等の慰問・調査
　　　　　　⑤姉妹都市等への交流訪問　など
実施の方法：⑴議会運営委員会の前々日の午後5時までに派遣承認要求書を作成し、議長に提出する
　　　　　　⑵議会運営委員会において内容について協議する
　　　　　　⑶派遣の実施が決定したら各議員に配付し周知する
　　　　　　⑷派遣終了後、派遣実績報告書を作成し、議長に提出する
派遣の経費：議員１人あたり年額７万５千円を上限とする

●全国地方議会議員勉強会「人口減少時代に求められる持続可能な地域戦略」（オンライン参加） 
●全国市町村国際文化研究所「社会保障・社会福祉」 
●全国市町村国際文化研究所「自治体決算の基本と実践～行政評価を活用した決算審査～」 
●全国市町村国際文化研究所「人口減少社会における議会の役割」 
●全国地方議会議員勉強会「令和3年度第3回市町村議会議員特別セミナー」（オンライン参加） 

令和3年度に参加した研修 
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で検索できます。 福崎町議会 検索 

福崎町議会へのお問い合わせ、ご意見ご要望は下記へ 
〒679－2280兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1　
TEL（0790）22－0560　FAX（0790）22－2342
ホームページ：http://www.gikai.town.fukusaki.hyogo. jp

ふくさき議会だより第１６２号 
令和４年５月６日　発行 

発  行／兵庫県福崎町議会 
編  集／議会広報常任委員会 

編
集
後
記
 

　
桃
の
節
句
が
過
ぎ
て
、
日
ご
と
に
春

め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
て
、
３
月

定
例
議
会
は
令
和
４
年
度
の
予
算
を
決

め
る
大
事
な
議
会
で
あ
り
ま
す
。
町
側

と
議
員
と
の
熱
い
議
論
の
末
、
無
事
に

予
算
編
成
が
で
き
ま
し
た
。
国
外
で
は

今
も
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻

と
い
う
心
痛
め
る
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
一
方
福
崎
町
の
明
る
い
話
題
で
は
、

「
文
珠
荘
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
の
憩
の

場
と
し
て
、
カ
フ
ェ
や
ラ
ン
チ
の
提
供

が
好
評
の
よ
う
で
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

点
灯
式
で
の
賑
わ
い
！
ま
た
、
福
崎
浄

化
セ
ン
タ
ー
東
側
公
園
「
ふ
わ
ふ
わ
ド

ー
ム
」
の
遊
具
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で

汗
を
流
し
は
し
ゃ
い
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
達
の
様
子
を
見
か
け
ま
し
た
。
こ

れ
こ
そ
、
活
力
あ
る
福
崎
の
未
来
を
背

負
っ
て
く
れ
る
姿
で
は
？
と
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

結
び
に
一
句

「
ジ
ャ
ン
プ
す
る

　
　
こ
ど
も
の
ホ
ッ
ペ

さ
く
ら
色
」

（
松
岡
秀
人
）

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

委　　員　　 高 平 記  

議会広報常任委員会 

次の定例会は 

6月10日 開会予定 

　４月２日、文珠荘でさくら祭りが行われました。夜には
満開の桜がライトアップされ、昼とは違った桜を見ること
ができました。

三輪貞幸氏 チューリップ畑（大門地区） 


